
 
 

 

パワーディガー 
情報化施工／バックホウ２D マシンガイダンスシステム 

概  要 

本システムは、バックホウ掘削作業において、計画の深さと勾配を操作

室内のコントロールボックスにその場で入力することによって、オペレータ

は刃先を基準点（面）にゼロリセットした位置からの高低差分量とリーチの

長さをリアルタイムで確認しながら、掘削を行うことができます。 

車体にはピッチ＆ロールセンサを、ブーム・アーム・バケットには角度センサを取り付

けます。 

３つの角度センサで刃先

の位置を把握します。 

車体に回転センサを用いる

と複合勾配にも対応可。 

適用作業 

浚渫施工状況 

コントローラ画面

ヨーロッパでの導入実績 10,000 件以上。オペレータの熟練度をカバーし、当り余掘り（設計との誤差）を低減します。

３段階のアラーム音やレベルランプの点灯を確認しながら、直感的に判断し掘削することが可能です。 

コントローラ画面
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